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DataMan®シリーズ- RJ71C24(-R2)RS-232 接続用 

FB ライブラリ リファレンスマニュアル 

 

本マニュアルで説明する FB を GX Works3 へ取り込む手順 

GX Works3 のメニュー[プロジェクト]-[ライブラリ操作]-[ライブラリ一覧に登録]でダウンロードしたプログラム(拡張

子：mslm)を選択し取り込みを行います。(メニューが無効の場合は、既存のプロジェクトを開くか、新規にプロジェク

トを作成してください) 

メニュー[表示]-[ドッキングウィンドウ]-[部品選択]-[ライブラリ]タブの"ライブラリ"に FB が追加されます。 
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リファレンスマニュアルの改訂履歴 

 

バージョン 改訂日 改訂内容 

V1.00A 2016/02/11 新規作成 

V1.01B 2017/01/25 各 FB の FB コンパイル方式欄の記載内容を修正 

 「本 FB は、マクロ型で使用してください。サブルーチン型では使用できません。」 
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1． 概要 

1．1 FB ライブラリ概要 

本 FB ライブラリは、MELSEC iQ-R シリーズ シーケンサを RS-232（無手順プロトコル）で、Cognex©社 DataMan® バーコ

ードリーダに接続するシステムの FB ライブラリです。 

 

対象バーコードリーダ RS-232（無手順プロトコル）通信を行う Cognex©社 DataMan®シリーズ 

 

1．2 FB ライブラリ機能内容 

 

(※1)FB 名称の末尾には”_00A”などの FB のバージョン情報が表示されますが，本リファレンスでは記載しません。 

No. F B 名 称 (※1) 内   容 

1 P+Cognex-Dataman-C24-R2_Initialize_R 送信バッファ(受信データ)内の全データをクリアします。 

2 P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R 

バーコードリーダに対し、任意のコマンドを送信します。 

応 答 デ ー タ を 受 信 す る 場 合 は 、 下 記 の

「P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R」と組み合

わせてご使用ください。 

3 P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R 送信バッファ(受信データ)内の先頭情報を取得します。 

4 P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R 

バーコードリーダに対し、コマンド[TRIGGER ON]を送信し、

読み取った結果を受信します。また、中止指示にて

[TRIGGER OFF]を送信し、処理を中止することもできます。 
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1．3 システム構成例 

本 FB ライブラリは RS-232（無手順プロトコル）通信を行う Cognex©社 DataMan®シリーズであれば使用可能ですが、使用

する機種により接続方法は異なります。必ず使用する機種のユーザーズマニュアルにて接続方法をご確認ください。 

一例として、DataMan 60を使用したシステム構成を以下に記載します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※1) RJ71C24、RJ71C24-R2、RJ71C24-R4 の相違点 

形名(仕様)により装着されているインターフェイスに相違があります。 

形名 CH1 CH2 
本 FBでの 

対象／対象外 

RJ71C2
4 
RS-232準拠 

(D-sub 9P メス) 
RS-422/485準拠 

(ツーピース端子台) 
CH1のみ対象 

RJ71C24-R2 
RS-232 準拠 

(D-sub 9P メス) 
RS-232準拠 

(D-sub 9P メス) 
対象 

RJ71C24-R4 
RS-422/485準拠 

(ツーピース突込み端子台) 
RS-422/485準拠 

(ツーピース突込み端子台) 
対象外 

No. 機 器 名 説   明 

①  
MELSEC iQ-R シリーズ 
シーケンサ 

ベースユニットと電源ユニット、iQ-R シリーズシーケンサ CPU ユ
ニットを使用します。  

②  
RJ71C24 または RJ71C24-R2 
(上図は RJ71C24-R2のイメージ) 

RS-232通信ポートが装着されている RJ71C24または RJ71C24-R2ユ
ニットを使用します。(※1) 
(以降の記載では RJ71C24(-R2)と略します) 

③  
DataMan 60(バーコードリーダ) 
(DMR-60□-00) 

DataMan 60（バーコードリーダ）を使用します。 
運用時：CPU ユニットと接続 
設定時：Windows®パソコンと接続 

④  
専用 RS-232 ケーブル 
(DM100-RS232-000) 

運用時に DataMan 60と CPUユニットを接続します。 

⑤  ジェンダーチェンジャー ユニット側端子(メス)とケーブル側端子(メス)を接続します。 

⑥  Windows®パソコン 

Windows®パソコンで下記ツールを使用し、各種設定を行います。 
・GX Works3 

市販 USB ケーブルで CPU ユニットと接続し、通信ユニットの基本設
定を行います。(「1．4 RJ71C24(-R2)ユニットの設定」を参照) 

・DataMan SetupTool 
専用 USB ケーブルで DataMan 60 と接続し、シリアル通信、トリガタ
イプの設定を行います。(「1．5 DataMan®シリーズの設定」を参照) 

⑦  
専用 USBケーブル 
(DM100-USB-□□□) 

設定時に DataMan 60 と Windows®パソコンを接続します。 

⑧  
6V電源 
(DM100-PWR-000) 

専用ケーブルのコネクタを介して DataMan 60に電源を供給します。 

POW CPU 0 1 2 3 4

RS-232 シリアル通信接続

①

②

③ DataMan 60

⑥ Windows®パソコン
GX　Works３
DataMan　SetupTool

市販
USBケーブル

⑦ 専用USBケーブル
(DM100-USB-□□□)

④ 専用RS-232ケーブル
(DM100-RS232-000)

(DM100-PWR-000)

⑧ 6V電源

⑤

(DMR-60□-00)

接続方法は使用するDataMan®シリーズの機種により異なります。
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1．4 RJ71C24(-R2)ユニットの設定 

1．4．1 RJ71C24(-R2)ユニットの追加 

RJ71C24(-R2)ユニットのシリアル通信ポート(以降"CH"と略します)は、複数の動作モードがあります。本書では、

CH1 または CH2を無手順プロトコルで使用するよう設定します。 

GX Works3でユニット追加の行う場合には、「ナビゲーションウィンドウ→パラメータ→ユニット情報」を右クリ

ックして、「新規ユニットの追加」を選択してください。ユニット種別に「情報ユニット」、ユニット形名に「RJ71C24」

または「RJ71C24-R2」を選択してください。下図は「RJ71C24-R2」接続時の画面です。 
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1．4．2 RJ71C24(-R2)ユニットの基本設定 

RJ71C24(-R2)の CH を無手順プロトコルで使用するために、GX Works3 で RJ71C24(-R2)のユニットパラメータに基本設

定の各種制御指定情報を設定します。「ナビゲーションウィンドウ→パラメータ→ユニット情報→0000:RJ71C24→ユニットパ

ラメータ」をダブルクリックするとユニットパラメータ設定画面が開きます。各種制御指定の設定例を下図に示します。 

RJ71C24-R2 で CH2 を設定する場合には画面右側(CH2)を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種制御設定変更の一例を以下に記載します。 

項目 デフォルト値 設定値 備考 

交信プロトコル設定 MELSOFT 接続 無手順プロトコル 無手順プロトコルを使用する際の必須項目です。 

通信速度設定 自動設定 9600bps 
使用する制御対象機器に合わせて変更してくだ
さい。 

データビット 7 8 
使用する制御対象機器に合わせて変更してくだ
さい。 

伝送制御 DTR/DSR 制御 DCコード制御 
使用する制御対象機器に合わせて変更してくだ
さい。 

ワード/バイト 
単位設定 

ワード指定 バイト指定 
使用する制御対象機器に合わせて変更してくだ
さい。 

受信終了コード指定 D0A D0A 

制御文字の CR(Carriage Return：行頭復帰、コ
ード 0x0D)と LF(Line Feed：改行、コード 0x0A)
を組み合わせたものです。 
使用する制御対象機器に合わせて変更してくだ
さい。 

「交信プロトコル設定」以外の項目は、使用する機器に合わせて変更してください。 
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1．5 DataMan®シリーズの設定 

1．5．1 シリアル通信、終端テキストの設定 

DataMan®シリーズを使用する際には、事前に DataMan SetupTool を使用して、上記「RJ71C24(-R2)ユニット

の基本設定」で設定した項目を、シリアル通信設定で同様に設定してください。(下図は上記に合わた DataMan 60

の設定例です) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DataMan®シリーズの接続方法や、DataMan SetupToolの使用方法、設定項目の詳細などは、DataMan SetupTool

のヘルプ機能で参照できる各種マニュアルを参照してください。 

 

1．5．2 トリガタイプの設定 

今回紹介するトリガコマンド送信 FB で対応しているトリガタイプは以下の 2種類です。 

DataMan SetupTool にてトリガタイプをどちらかに設定してください。 

 

① Single：シングル(外部) 

② Continuous：連続(外部) 

 

トリガタイプによる FB動作の違いは、「2．4 P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R (トリガコマンド送信)」

をご確認ください。 

 

1．6 関連マニュアル 

MELSEC iQ-R CPU ユニットユーザーズマニュアル(応用編) 

DataMan SetupTool のヘルプ機能で参照できる各種マニュアル 

 

1．7 お願い 

ご使用いただくにあたり、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 

①  

②  
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2． FB ライブラリ詳細 

2．1 P+Cognex-Dataman-C24-R2_Initialize_R (イニシャライズ処理) 

名称 

P+Cognex-Dataman-C24-R2_Initialize_R 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 通信バッファ(受信データ)エリアをクリアします。 

シンボル 

実行命令 B: i_bEN

P+Cognex-Dataman-C24-R2_Initialize_R

実行状態o_bENO :B
DUT: i_stModule
UW: i_uCH

ユニットラベル
チャンネル

正常完了o_bOK :B
異常完了o_bError :B
エラーコードo_uErrID :UW

pb_bErrOut
pb_uTimeout

ユニットエラーコードo_uMErr :UW

 

対象機器 

対象ユニット RJ71C24(-R2) 

対象バーコードリーダ Cognex© DataMan®シリーズ 

対象 CPU MELSEC iQ-R シリーズ CPU  

GX Works3 Version1.015R 以降 

使用言語 ラダー 

ステップ数 
253(MELSEC iQ-R シリーズの場合) 

※ ステップ数は、ラベルプログラム上でのステップ数のため、参考値として記載しております。 

機能説明 
・OS エリアの受信データをクリアします。 

・バッファメモリのユーザ用受信エリアをクリアします。 

FB コンパイル方式 本 FB は、マクロ型で使用してください。サブルーチン型では使用できません。 

FB 動作 パルス実行型(複数スキャン実行型) 

入出力信号の動き 

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bOK
(正常完了)

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_bError
(異常完了)

エラーコード

正常完了の場合 異常完了(pb_bErrOut(エラー出力フラグ)=1)の場合

o_bOK
(正常完了)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bError
(異常完了)

00

pb_bErrOut(エラー出力フラグ)の詳細は、外部公開ラベルを参照してください。

初期化が完了した

初期化が失敗した
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エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 内容 処置方法 

0100 CH番号が範囲外です。 CH番号を確認の上、再度実行してください。 

0101 ユニット番号が範囲外です。 
ユニットラベルの入力を確認の上、再度実行してく

ださい。 

0102 処理中に実行命令が OFFしました。 
実行命令は、正常完了または、異常完了が ON する

まで ONを継続してください。 

0103 設定時間内に処理が完了しませんでした。 
不具合の原因を取り除くか、タイムアウト時間設定

の値を適正値に設定してください。 

o_uMErr(ユニットエラーコード)の詳細は、「MELSEC iQ-R シリアルコミュニケーションユニットユーザーズマニュアル(応用

編)」の「付 1 エラーコード」参照してください。 

項目 内容 

制約事項 

(注意事項) 

・本 FB はエラーを復帰する処理は含んでいません。エラー復帰処理については、お客様のシス

テムや要求動作に合わせて、別途作成してください。 

・他のユニット FBまたは専用命令が使用中のCH番号に対して，本 FBを実行することはできませ

ん。使用中の CH 番号に対して本 FB を実行した場合は正しく動作しません。 

・i_bEN(実行命令)は，o_bOK(正常完了)または o_bErr(異常完了)が ON した後に OFF してくださ

い。i_bEN(実行命令)の OFF により o_bOK(正常完了)と o_bErr(異常完了)は OFF します。 

・ユニットラベルは、RJ71C24(-R2)ユニットで設定したユニットラベルを指定してください。 

関連マニュアル 
DataMan SetupTool のヘルプ機能で参照できる各種マニュアル 

など 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

実行指令 i_bEN ビット ON/OFF 
ON：FBを起動 

OFF：FBを起動しない 

ユニットラベル i_stModule 構造体 － 

GX Works3 でユニットの追加
操作を実施した時、グローバ
ルラベルに自動生成するユ
ニットラベルを入力します。 

チャンネル i_uCH 
ワード 
(符号なし) 

1～2 
(10進数) 

ユニットのシリアル通信チ
ャンネルを指定します。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

実行状態 o_bENO ビット OFF 
ON：FB実行中 

OFF：上記以外 

正常完了 o_bOK ビット OFF 
ON：FB正常完了 

OFF：上記以外 

異常完了 o_bErr ビット OFF 
ON：FB異常完了 

OFF：上記以外 

エラーコード o_uErrID 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

FB 内部で検出した異常コー
ドを返します。(引数範囲外
等) 

ユニット 
エラーコード 

o_uMErr 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

シリアルコミュニケーション
用専用命令で発生した異常コ
ードを返します。 

 

■外部公開ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

エラー出力フラグ 
(input) 

pb_bErrOut ビット ON 

ON：実行命令が OFF の場合に
エラーコード/ユニットエ
ラーコードを継続出力しま
す。実行命令が ONに変化し
た場合にエラーコード/ユ
ニットエラーコードをゼロ
クリアします。 

 
OFF：実行命令が OFFの場合に
エラーコード/ユニットエ
ラーコードをゼロクリアし
ます。 

タイムアウト時間設定 
(input) 

pb_uTimeout 
ワード 
(符号なし) 

30 
(10進数) 

実行命令 ON後、タイムアウト
にまるまでの時間(秒)を指定
します。 
0 を設定すると、デフォルト
30 に更新します。1 以上を設
定してください。(誤差 1s) 
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FB のバージョンアップ履歴 

 

 

お願い 

本章はファンクションブロックの機能について記載しております。 

ユニットやシーケンサ CPU の使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載しておりません。 

ご使用いただくにあたり、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 

 

バージョン 日付 内容 

00A 2016/02/11 新規作成 
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2．2 P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R (コマンド送信) 

名称 

P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 任意コマンドを送信します。 

シンボル 

実行命令 B: i_bEN

P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R

実行状態o_bENO :B
DUT: i_stModule
UW: i_uCH

ユニットラベル
受信チャンネル

正常完了o_bOK :B
異常完了o_bError :B
エラーコードo_uErrID :UW

pb_bErrOut
ユニットエラーコードo_uMErr :UW

pb_uTimeout

送信データ S: i_snSendCmd

 

対象機器 

対象ユニット RJ71C24(-R2) 

対象バーコードリーダ Cognex© DataMan®シリーズ 

対象 CPU MELSEC iQ-R シリーズ CPU  

GX Works3 Version1.015R 以降 

使用言語 ラダー 

ステップ数 
154(MELSEC iQ-R シリーズの場合) 

※ ステップ数は、ラベルプログラム上でのステップ数のため、参考値として記載しております。 

機能説明 

バーコードリーダに対し、任意のコマンドを送信します。 

応答(受信データ)がある場合は後述の「P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R (受信デ

ータ取得)」と組み合わせて使用してください。 

FB コンパイル方式 本 FB は、マクロ型で使用してください。サブルーチン型では使用できません。 

FB 動作 パルス実行型(複数スキャン実行型) 

入出力信号の動き 

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bOK
(正常完了)

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_bError
(異常完了)

エラーコード

正常完了の場合 異常完了(pb_bErrOut(エラー出力フラグ)=1)の場合

o_bOK
(正常完了)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bError
(異常完了)

00

pb_bErrOut(エラー出力フラグ)の詳細は、外部公開ラベルを参照してください。

初期化が完了した

初期化が失敗した

 



 

Cognex Corporation               

DataMan®シリーズ- RJ71C24(-R2)RS-232 接続用 FB ライブラリ リファレンスマニュアル 

12 

 

項目 内容 

制約事項 

(注意事項) 

・本 FB はエラーを復帰する処理は含んでいません。エラー復帰処理については、お客様のシス

テムや要求動作に合わせて、別途作成してください。 

・i_bEN(実行命令)は、o_bOK(正常完了)または o_bErr(異常完了)が ON した後に OFF してくださ

い。i_bEN(実行命令)の OFF により o_bOK(正常完了)と o_bErr(異常完了)は OFF します。 

・i_bEN(実行命令)は、o_bOK(正常完了)または o_bErr(異常完了)がONしていない状態で OFF す

ると、o_bErr(異常完了)がパルス ON します。 

・送信データで使用可能なコマンドは「付録 2.1 P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R

で使用可能なコマンド(DMCC)」を参照してください。 

関連マニュアル 
DataMan SetupTool のヘルプ機能で参照できる各種マニュアル 

など 

 

エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 内容 処置方法 

0100 CH番号が範囲外です。 CH番号を確認の上、再度実行してください。 

0101 ユニット番号が範囲外です。 
ユニットラベルの入力を確認の上、再度実行してく

ださい。 

0102 処理中に実行命令が OFFしました。 
実行命令は、正常完了または、異常完了が ON する

まで ONを継続してください。 

0103 設定時間内に処理が完了しませんでした。 
不具合の原因を取り除くか、タイムアウト時間設定

の値を適正値に設定してください。 

o_uMErr(ユニットエラーコード)の詳細は、「MELSEC iQ-R シリアルコミュニケーションユニットユーザーズマニ

ュアル(応用編)」の「付 1 エラーコード」参照してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

実行指令 i_bEN ビット ON/OFF 
ON：FBを起動 

OFF：FBを起動しない 

ユニットラベル i_stModule 構造体 － 

GX Works3 でユニットの追加
操作を実施した時、グローバ
ルラベルに自動生成するユ
ニットラベルを入力します。 

受信チャンネル i_uCH 
ワード 
(符号なし) 

1～2 (10進数) 使用する CHを指定します。 

送信データ i_snSendData 文字列 (254文字)+終端(NULL) 
実行するコマンドを指定し
ます。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

実行状態 o_bENO ビット OFF 
ON：FB実行中 

OFF：上記以外 

正常完了 o_bOK ビット OFF 
ON：FB正常完了 

OFF：上記以外 

異常完了 o_bErr ビット OFF 
ON：FB異常完了 

OFF：上記以外 

エラーコード o_uErrID 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

FB 内部で検出した異常コー
ドを返します。(引数範囲外
等) 

ユニット 
エラーコード 

o_uMErr 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

シリアルコミュニケーション
用専用命令で発生した異常コ
ードを返します。 

 

■外部公開ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

エ ラ ー 出 力 フ ラ グ
(input) 

pb_bErrOut ビット ON 

ON：実行命令が OFF の場合に
エラーコード/ユニットエ
ラーコードを継続出力しま
す。実行命令が ONに変化し
た場合にエラーコード/ユ
ニットエラーコードをゼロ
クリアします。 

OFF：実行命令が OFFの場合に
エラーコード/ユニットエ
ラーコードをゼロクリアし
ます。 

タイムアウト時間設定 
(input) 

pb_uTimeout 
ワード 
(符号なし) 

30 
(10進数) 

実行命令 ON後、タイムアウト
になるまでの時間(秒)を指定
します。 
0 を設定すると、デフォルト
30 に更新します。1 以上を設
定してください。(誤差 1s) 
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FB のバージョンアップ履歴 

 

お願い 

本章はファンクションブロックの機能について記載しております。 

ユニットやシーケンサ CPU の使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載しておりません。 

ご使用いただくにあたり、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 

 

バージョン 日付 内容 

00A 2016/02/11 新規作成 
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2．3 P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R (受信データ取得) 

名称 

P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 通信バッファ(受信データ)エリアの先頭データを取得します。 

シンボル 

実行命令 B: i_bEN

P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R

実行状態o_bENO :B
DUT: i_stModule
UW: i_uCH

ユニットラベル
受信チャンネル

正常完了o_bOK :B
異常完了o_bError :B
エラーコードo_uErrID :UW

pb_bErrOut
pb_uTimeout

ユニットエラーコードo_uMErr :UW

最大受信数 UW: i_uMaxLength

o_snRecvData :S 受信データ

 

対象機器 

対象ユニット RJ71C24(-R2) 

対象バーコードリーダ Cognex© DataMan®シリーズ 

対象 CPU MELSEC iQ-R シリーズ CPU  

GX Works3 Version1.015R 以降 

使用言語 ラダー 

ステップ数 
172(MELSEC iQ-R シリーズの場合) 

※ ステップ数は、ラベルプログラム上でのステップ数のため、参考値として記載しております。 

機能説明 

・前述の「P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R」や外部トリガ端子を使用して通信バッフ

ァ(受信データ)エリアに貯め込まれたデータから、先頭の 1 件を読み込みます。 

・データが無い場合は待ちますが、指定時間内に取得できない時はタイムアウト検出により異常終

了します。 

FB コンパイル方式 本 FB は、マクロ型で使用してください。サブルーチン型では使用できません。 

FB 動作 パルス実行型(複数スキャン実行型) 

入出力信号の動き 

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bOK
(正常完了)

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_bError
(異常完了)

エラーコード

正常完了の場合 異常完了(pb_bErrOut(エラー出力フラグ)=1)の場合

o_bOK
(正常完了)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bError
(異常完了)

00

pb_bErrOut(エラー出力フラグ)の詳細は、外部公開ラベルを参照してください。

初期化が完了した

初期化が失敗した
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項目 内容 

制約事項 

(注意事項) 

・本 FB はエラーを復帰する処理は含んでいません。エラー復帰処理については、お客様のシス

テムや要求動作に合わせて、別途作成してください。 

・i_bEN(実行命令)は、o_bOK(正常完了)または o_bErr(異常完了)が ON した後に OFF して

ください。i_bEN(実行命令)の OFFにより o_bOK(正常完了)と o_bErr(異常完了)は OFFし

ます。 

・i_bEN(実行命令)は、o_bOK(正常完了)または o_bErr(異常完了)が ON していない状態で

OFFすると、o_bErr(異常完了)がパルス ONします。 

・通信バッファ(受信データ)エリアにデータが無い場合は待ちますが、タイムアウトとなった場合は

o_bErr(異常完了)が ONします。 

・受信データは、文字列データの送受信を想定しています。バイナリデータを含む受信デ

ータは受信できません。 

・o_snRecvData (受信データ)は、255バイトの領域を確保してください。領域が確保でき

ない場合には、i_uMaxLength(最大受信数)を指定してバッファがオーバーフローしない

ようにしてください。 

関連マニュアル 
DataMan SetupTool のヘルプ機能で参照できる各種マニュアル 

など 

 

エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 内容 処置方法 

0100 CH番号が範囲外です。 CH番号を確認の上、再度実行してください。 

0101 ユニット番号が範囲外です。 
ユニットラベルの入力を確認の上、再度実行してく

ださい。 

0102 処理中に実行命令が OFFしました。 
実行命令は、正常完了または、異常完了が ON する

まで ONを継続してください。 

0103 設定時間内に処理が完了しませんでした。 
不具合の原因を取り除くか、タイムアウト時間設定

の値を適正値に設定してください。 

o_uMErr(ユニットエラーコード)の詳細は、「MELSEC iQ-R シリアルコミュニケーションユニットユーザーズマニ

ュアル(応用編)」の「付 1 エラーコード」参照してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

実行指令 i_bEN ビット ON/OFF 
ON：FBを起動 

OFF：FBを起動しない 

ユニットラベル i_stModule 構造体 － 

GX Works3 でユニットの追加操作
を実施した時、グローバルラベル
に自動生成するユニットラベルを
入力します。 

受信チャンネル i_uCH 
ワード 
(符号なし) 

1～2 
(10進数) 

使用する CHを指定します。 

最大受信数 i_uMaxLength 
ワード 
(符号なし) 

1～254 最大受信バイト数を指定します。 

 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

実行状態 o_bENO ビット OFF 
ON：FB実行中 

OFF：上記以外 

正常完了 o_bOK ビット OFF 
ON：FB正常完了 

OFF：上記以外 

異常完了 o_bErr ビット OFF 
ON：FB異常完了 

OFF：上記以外 

エラーコード o_uErrID 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

FB内部で検出した異常コードを返
します。(引数範囲外等) 

ユニット 
エラーコード 

o_uMErr 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

シリアルコミュニケーション用専
用命令で発生した異常コードを返
します。 

受信データ o_snRecvData 文字列 － 
通信バッファ(受信データ)エリアにデ
ータが存在する場合に、その先頭デ
ータを格納します。 

 

■外部公開ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

エラー出力フラグ 
(input) 

pb_bErrOut ビット ON 

ON：実行命令が OFF の場合にエラ
ーコード/ユニットエラーコー
ドを継続出力します。実行命令
が ONに変化した場合にエラーコ
ード/ユニットエラーコードを
ゼロクリアします。 

 
OFF：実行命令が OFFの場合にエラ
ーコード/ユニットエラーコー
ドをゼロクリアします。 

タイムアウト時間設定 
(input) 

pb_uTimeout 
ワード 
(符号なし) 

30 
(10進数) 

実行命令 ON後、タイムアウトにな
るまでの時間(秒)を指定します。 
0を設定すると、デフォルト 30に
更新します。1 以上を設定してく
ださい。(誤差 1s) 
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FB のバージョンアップ履歴 

 

お願い 

本章はファンクションブロックの機能について記載しております。 

ユニットやシーケンサ CPU の使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載しておりません。 

ご使用いただくにあたり、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 

バージョン 日付 内容 

00A 2016/02/11 新規作成 
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2．4 P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R (トリガコマンド送信) 

名称 

P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R 

機能内容 

 

項目 内容 

機能概要 トリガコマンド[TRIGGER ON]を送信し、読み込みを行います。 

シンボル 

実行命令 B: i_bEN

P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R

実行状態o_bENO :B
DUT: i_stModule
UW: i_uCH

ユニットラベル
受信チャンネル

正常完了o_bOK :B
異常完了o_bError :B
エラーコードo_uErrID :UW

pb_bErrOut

ユニットエラーコードo_uMErr :UW

最大受信数 UW: i_uMaxLength

o_snRecvData :S 受信データ

pb_uTimeout

B: i_bStop中止指示

 

対象機器 

対象ユニット RJ71C24(-R2) 

対象バーコードリーダ Cognex© DataMan®シリーズ 

対象 CPU MELSEC iQ-R シリーズ CPU  

GX Works3 Version1.015R 以降 

使用言語 ラダー 

ステップ数 
359(MELSEC iQ-R シリーズの場合) 

※ ステップ数は、ラベルプログラム上でのステップ数のため、参考値として記載しております。 

機能説明 

バーコードリーダに対し、コマンド[TRIGGER ON]を送信し、読み取った結果を受信します。 

また、起動後、中止指示(i_bStop)をオンすることで、コマンド[TRIGGER OFF]を送信し読み取り処

理を中止します。 

ト リ ガ タ イ プ に よ る FB 動 作 の 違 い な ど の 機 能 詳 細 は 「 付 録 1.1.(d)  

P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R (トリガコマンド送信)」の使用例を参照してください。 

FB コンパイル方式 本 FB は、マクロ型で使用してください。サブルーチン型では使用できません。 

FB 動作 パルス実行型(複数スキャン実行型) 

入出力信号の動き 

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bOK
(正常完了)

i_bEN
(実行命令)

o_bENO
(実行状態)

o_bError
(異常完了)

エラーコード

正常完了の場合 異常完了(pb_bErrOut(エラー出力フラグ)=1)の場合

o_bOK
(正常完了)

o_uErrID
(エラーコード)

o_bError
(異常完了)

00

pb_bErrOut(エラー出力フラグ)の詳細は、外部公開ラベルを参照してください。

初期化が完了した

初期化が失敗した
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項目 内容 

制約事項 

(注意事項) 

・本 FB はエラーを復帰する処理は含んでいません。エラー復帰処理については、お客様のシス

テムや要求動作に合わせて、別途作成してください。 

・i_bEN(実行命令)は、o_bOK(正常完了)または o_bErr(異常完了)が ON した後に OFF してくださ

い。i_bEN(実行命令)の OFF により o_bOK(正常完了)と o_bErr(異常完了)は OFF します。 

・i_bEN(実行命令)は、o_bOK(正常完了)または o_bErr(異常完了)がONしていない状態で OFF す

ると、o_bErr(異常完了)がパルス ON します。通信上のデータはキャンセルできないので、送信が

完了した状態または、応答データを受信完了した状態で o_bOK(正常完了)または、o_bErr(異常

完了)がパルス ON します。 

・処理の開始時には中止指示(i_bStop)を必ずオフで開始し、処理を中止する時に限りオンに変更

してください。(この時、コマンド[TRIGGER OFF]が送信され、受信データ(o_snRecvData)には読

み取り不可コードがセットされます) 

・タイムアウトで異常完了する場合にも、コマンド[TRIGGER OFF]が送信され、受信データ

(o_snRecvData)には読み取り不可コードがセットされます。 

・通信切断などで異常完了 (タイムアウト )する場合は、応答が得られないため受信データ

(o_snRecvData)は値なしとなります。また、異常完了するまでにタイムアウト時間設定の 2 倍の時

間がかかります。([TRIGGER ON]の待機と、[TRIGGER OFF]の待機が発生するため) 

・受信データは、文字列データを想定しています。バイナリデータを含むデータは受信できませ

ん。 

・o_snRecvData (受信データ)は、255 バイトの領域を確保してください。領域が確保できない場合

には、i_uMaxLength(最大受信数)を指定してバッファがオーバーフローしないようにしてくださ

い。 

関連マニュアル 
DataMan SetupTool のヘルプ機能で参照できる各種マニュアル 

など 

 

エラーコード 

■エラーコード一覧 

エラーコード 内容 処置方法 

0100 CH番号が範囲外です。 CH番号を確認の上、再度実行してください。 

0101 ユニット番号が範囲外です。 
ユニットラベルの入力を確認の上、再度実行してく

ださい。 

0102 処理中に実行命令が OFFしました。 
実行命令は、正常完了または、異常完了が ON する

まで ONを継続してください。 

0103 
設定時間内に処理が完了しませんでし

た。 

不具合の原因を取り除くか、タイムアウト時間設定

の値を適正値に設定してください。 

o_uMErr(ユニットエラーコード)の詳細は、「MELSEC iQ-R シリアルコミュニケーションユニットユーザーズマニ

ュアル(応用編)」の「付 1 エラーコード」参照してください。 
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使用ラベル 

■入力ラベル 

名称 変数名 データ型 有効範囲 説明 

実行指令 i_bEN ビット ON/OFF 
ON：FBを起動 

OFF：FBを起動しない 

ユニットラベル i_stModule 構造体 － 

GX Works3 でユニットの追加操作
を実施した時、グローバルラベル
に自動生成するユニットラベル
を入力します。 

受信チャンネル i_uCH 
ワード 
(符号なし) 

1～2 
(10進数) 

使用する CHを指定します。 

最大受信数 i_uMaxLength 
ワード 
(符号なし) 

1～254 最大受信バイト数を指定します。 

中止指示 i_bStop ビット ON/OFF 
ON：中止[TRIGGER OFF] 

OFF：読み込み[TRIGGER ON] 

■出力ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

実行状態 o_bENO ビット OFF 
ON：FB実行中 

OFF：上記以外 

正常完了 o_bOK ビット OFF 
ON：FB正常完了 

OFF：上記以外 

異常完了 o_bErr ビット OFF 
ON：FB異常完了 

OFF：上記以外 

エラーコード o_uErrID 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

FB 内部で検出した異常コードを
返します。(引数範囲外等) 

ユニット 
エラーコード 

o_uMErr 
ワード 
(符号なし) 

0x0000 
(16進数) 

シリアルコミュニケーション用
専用命令で発生した異常コードを
返します。 

受信データ o_snRecvData 文字列 － 
通信バッファ(受信データ)エリアの
先頭データを格納します。 

■外部公開ラベル 

名称 変数名 データ型 初期値 説明 

エラー出力フラグ 
(input) 

pb_bErrOut ビット ON 

ON：実行命令が OFF の場合にエラ
ーコード/ユニットエラーコー
ドを継続出力します。実行命令
が ONに変化した場合にエラーコ
ード/ユニットエラーコードを
ゼロクリアします。 

OFF：実行命令が OFFの場合にエラ
ーコード/ユニットエラーコー
ドをゼロクリアします。 

タイムアウト時間設定 
(input) 

pb_uTimeout 
ワード 
(符号なし) 

30 
(10進数) 

実行命令 ON後、タイムアウトにな
るまでの時間(秒)を指定します。 
0を設定すると、デフォルト 30に
更新します。1 以上を設定してく
ださい。(誤差 1s) 
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FB のバージョンアップ履歴 

 

 

お願い 

本章はファンクションブロックの機能について記載しております。 

ユニットやシーケンサ CPU の使用上の制限事項、組み合わせによる制限事項などについては記載しておりません。 

ご使用いただくにあたり、必ず対象製品のユーザーズマニュアルをお読みいただきますようお願い申し上げます。 

バージョン 日付 内容 

00A 2016/02/11 新規作成 
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↑

Initialize_1 
( P+Cognex-Dataman-C24-R2_Initialize_R )

bInitEN1bInitEN1

B:i_bEN
実行命令

B:i_bEN
実行命令

C24_1C24_1 DUT: i_stModule
ユニットラベル

DUT: i_stModule
ユニットラベル

uCH1uCH1 UW: i_uCH
受信チャンネル

UW: i_uCH
受信チャンネル

o_bENO :B
実行状態

o_bENO :B
実行状態

o_bOK :B
正常完了

o_bOK :B
正常完了

o_bError :B
異常完了

o_bError :B
異常完了

o_uErrID :UW
エラーコード

o_uErrID :UW
エラーコード

uInitErr1uInitErr1

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

pb_bErrOut
pb_uTimeout

uInitUErr1uInitUErr1

bInitOK1bInitOK1

bInitENO1

bInitOK1

bInitErr1

RSTRST bInitEN1bInitEN1

↑
bInitErr1bInitErr1

(18)(18)

(271)(271)

 

付録 1 FB ライブラリ使用例 

付録1 ．1 シーケンサにて DataMan®を操作する場合の使用例 

 

(1)FB ライブラリ使用例 

 

(a) P+Cognex-Dataman-C24-R2_Initialize_R (イニシャライズ処理) 

起動直後の初期処理などで、通信バッファ(受信データ)エリアをクリアします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信バッファ(受信データ)をクリアする時に ONします。 
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↑

SendCmd_1 
( P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R )

bSndEN1bSndEN1

B:i_bEN
実行命令

B:i_bEN
実行命令

C24_1C24_1 DUT: i_stModule
ユニットラベル

DUT: i_stModule
ユニットラベル

uCH1uCH1 UW: i_uCH
受信チャンネル

UW: i_uCH
受信チャンネル

o_bENO :B
実行状態

o_bENO :B
実行状態

o_bOK :B
正常完了

o_bOK :B
正常完了

o_bError :B
異常完了

o_bError :B
異常完了

o_uErrID :UW
エラーコード

o_uErrID :UW
エラーコード

uSndErr1uSndErr1

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

pb_uTimeout

uSndUErr1uSndUErr1

bSndOK1bSndOK1

bSndENO1

bSndOK1

bSndErr1

RSTRST bSndEN1bSndEN1

↑
bSndErr1bSndErr1

snSndBufsnSndBuf S: i_snSendCmd
送信データ

S: i_snSendCmd
送信データ

pb_bErrOut

(1167)(1167)

(1321)(1321)

 

(b) P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R (コマンド送信) 

任意のコマンドを送信します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

任意コマンドを送信する時

に ONします。 

任意のコマンドを設定し

ます。 
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↑

GetBuff_1 
( P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R )

bRcvEN1bRcvEN1

B:i_bEN
実行命令

B:i_bEN
実行命令

C24_1C24_1 DUT: i_stModule
ユニットラベル

DUT: i_stModule
ユニットラベル

uCH1uCH1 UW: i_uCH
受信チャンネル

UW: i_uCH
受信チャンネル

o_bENO :B
実行状態

o_bENO :B
実行状態

o_bOK :B
正常完了

o_bOK :B
正常完了

o_bError :B
異常完了

o_bError :B
異常完了

o_uErrID :UW
エラーコード

o_uErrID :UW
エラーコード

uRcvErr1uRcvErr1

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

pb_bErrOut
pb_uTimeout

uRcvUErr1uRcvUErr1

bRcvOK1bRcvOK1

bRcvENO1

bRcvOK1

bRcvErr1

RSTRST bRcvEN1bRcvEN1

↑
bRcvErr1bRcvErr1

o_snRecvData :S
受信データ

o_snRecvData :S
受信データ

snRcvBufsnRcvBuf

uMaxLuMaxL UW: i_uMaxLength
最大受信数

UW: i_uMaxLength
最大受信数

(1321)(1321)

(1493)(1493)

 

(c) P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R (受信データ取得) 

通信バッファ(受信データ)エリアの先頭データを取得します。 

 

 

通信バッファ (受信デー

タ)エリアの先頭データを

取得する時に ONします。 

通信バッファ(受信デー

タ)エリアの先頭データが

格納されます。 
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(d) P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R (トリガコマンド送信) 

コマンド[TRIGGER ON]を送信し、読み取った結果を受信します。 

この FBが対応しているトリガタイプは「Single：シングル(外部)」、「Continuous：連続(外部)」の 2 種類で、DataMan®側の

設定(トリガタイプ)により、読み取り不可時の処理が異なります。 

 

【Single：シングル(外部)】 

画像取得した後、コードの判定を行い、読み取り可の場合は、正常完了し、受信データには読み取った値がセットさ

れます。読み取り不可の場合でも、正常完了し、受信データには読み込み不可を表すコードがセットされます。 

【Continuous：連続(外部)】 

画像取得した後、コードの判定を行い、読み取り可の場合は、正常完了し、受信データには読み取った値がセットさ

れます。読み取り不可の場合は、再度画像取得を行い、読み取りが可となるまで処理を繰り返します。処理が繰り返さ

れる中で、タイムアウトを待たずに中止するには、中止指示(i_bStop)を ON することによりコマンド[TRIGGER OFF]が送

信され、処理が中止されます。この時処理は正常完了しますが、受信データには読み込み不可を表すコードがセットさ

れます。タイムアウトとなった時は、異常完了(エラーコード H0103)となりコマンド[TRIGGER OFF]が送信されます。また、

受信データには読み込み不可を表すコードがセットされます。 

 

＜補足＞ 

配線不良などで DataMan®側からの応答が得られずタイムアウトとなる場合には、異常完了(エラーコード H0103)となり

ますが、受信データには何もセットされません。また、異常完了までにかかる時間もタイムアウト時間設定の約2倍となりま

す。 

 

トリガタイプによる FB 出力情報の違い 

条件/状態 FB 出力情報 

トリガタイプ/特殊条件 読み取り判定 正常/異常 エラーコード 受信データ 

Single：シングル（外部） 
OK 正常完了 0 読み取り値 

NG 正常完了 0 読み取り不可コード 

Continuous：連続（外部） 

OK 正常完了 0 読み取り値 

NG OK になるまで処理継続 

中断 正常完了 0 読み取り不可コード 

タイムアウト 異常完了 103 読み取り不可コード 

配線不良などで通信断 タイムアウト 異常完了 103 値なし 
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↑

Trigger_1 
( P+Cognex-Dataman-C24-R2_Trigger_R )

bTriEN1bTriEN1

B:i_bEN
実行命令

B:i_bEN
実行命令

C24_1C24_1 DUT: i_stModule
ユニットラベル

DUT: i_stModule
ユニットラベル

uCH1uCH1 UW: i_uCH
受信チャンネル

UW: i_uCH
受信チャンネル

o_bENO :B
実行状態

o_bENO :B
実行状態

o_bOK :B
正常完了

o_bOK :B
正常完了

o_bError :B
異常完了

o_bError :B
異常完了

o_uErrID :UW
エラーコード

o_uErrID :UW
エラーコード

uTriErr1uTriErr1

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

pb_bErrOut
pb_uTimeout

uTriUErr1uTriUErr1

bTriOK1bTriOK1

bTriENO1

bTriOK1

bTriErr1

RSTRST bTriEN1bTriEN1

↑
bTriErr1bTriErr1

o_snRecvData :S
受信データ

o_snRecvData :S
受信データ

snTriBufsnTriBuf

uMaxLuMaxL UW: i_uMaxLength
最大受信数

UW: i_uMaxLength
最大受信数

B:i_bStop
中止指示

B:i_bStop
中止指示

bTriStopbTriStop

(768)(768)

(1127)(1127)

 

 

読み取り処理を行う時

に ONします。 

処理を中止する時

に ON します。 

通信バッファ(受信デー

タ)エリアの先頭データが

格納されます。 
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↑

SendCmd_1 
( P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R )

bSndEN1bSndEN1

B:i_bEN
実行命令

B:i_bEN
実行命令

C24_1C24_1 DUT: i_stModule
ユニットラベル

DUT: i_stModule
ユニットラベル

uCH1uCH1 UW: i_uCH
受信チャンネル

UW: i_uCH
受信チャンネル

o_bENO :B
実行状態

o_bENO :B
実行状態

o_bOK :B
正常完了

o_bOK :B
正常完了

o_bError :B
異常完了

o_bError :B
異常完了

o_uErrID :UW
エラーコード

o_uErrID :UW
エラーコード

uSndErr1uSndErr1

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

pb_uTimeout

uSndUErr1uSndUErr1

bSndOK1bSndOK1

bSndENO1

bSndOK1

bSndErr1

RSTRST bSndEN1bSndEN1

↑
bSndErr1bSndErr1

snSndBufsnSndBuf S: i_snSendCmd
送信データ

S: i_snSendCmd
送信データ

pb_bErrOut

(1179)(1179)

(1333)(1333)

↑

GetBuff_1 
( P+Cognex-Dataman-C24-R2_GetBufferData_R )

bRcvEN1bRcvEN1

B:i_bEN
実行命令

B:i_bEN
実行命令

C24_1C24_1 DUT: i_stModule
ユニットラベル

DUT: i_stModule
ユニットラベル

uCH1uCH1 UW: i_uCH
受信チャンネル

UW: i_uCH
受信チャンネル

o_bENO :B
実行状態

o_bENO :B
実行状態

o_bOK :B
正常完了

o_bOK :B
正常完了

o_bError :B
異常完了

o_bError :B
異常完了

o_uErrID :UW
エラーコード

o_uErrID :UW
エラーコード

uRcvErr1uRcvErr1

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

o_uMErr :UW
ユニットエラーコード

pb_bErrOut
pb_uTimeout

uRcvUErr1uRcvUErr1

bRcvOK1bRcvOK1

bRcvENO1

bRcvOK1

bRcvErr1

RSTRST bRcvEN1bRcvEN1

↑
bRcvErr1bRcvErr1

o_snRecvData :S
受信データ

o_snRecvData :S
受信データ

snRcvBufsnRcvBuf

uMaxLuMaxL UW: i_uMaxLength
最大受信数

UW: i_uMaxLength
最大受信数

(1339)(1339)

(1514)(1514)

bReadbRead

SETSET bSndEN1bSndEN1

"||>GET SYMBOL.QR""||>GET SYMBOL.QR" snSndBufsnSndBuf$MOV$MOV

↑

bSndOK1bSndOK1

SETSET bRcvEN1bRcvEN1

RSTRST bReadbRead

(1167)(1167)

(1342)(1342)

 

付録1 ．2 「コマンド送信」と「受信データ取得」を組み合わせた使用例 

「コマンド送信」と「受信データ取得」を組み合わせて使用する際の一例です。 

① 「コマンド送信」にて[GET SYMBOL.QR]コマンドを送信します。 

② 「受信データ取得」にて、応答データ([シンボル設定]一般タブの QR Code設定値：「ON」または「OFF」)

を取得します。 

 
 

②  

①  

処理を開始する時

に ONします。 送信するコマンドを指

定します。 

「コマンド送信」が正常

終了した時のみ「受信デ

ータ取得」を起動しま

す。 

通信バッファ(受信デ

ータ)エリアの先頭デ

ータが格納されます。 
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付録 2 参考資料 
付録2 ．1 P+Cognex-Dataman-C24-R2_SendCommand_R で使用可能なコマンド(DMCC) 

本プログラムにて送信可能なコマンド(DataMan Control Command)は、DataMan SetupTool のヘルプから参照可能な

「Command Reference」を参照してください。 
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商標 

Windows は，米国 Microsoft Corporation の米国，日本およびその他の国における登録商標または商標です。 

Cognex、Cognex ロゴ、DataMan は Cognex Corporation の登録商標です。 
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